
 

 

 

 

1月の玄関装飾 

２０２５年、今年の干支は、『巳年（みどし）』です。 

干支『巳』の文字の蛇、昔遊びの凧揚げや駒、羽子板、けん玉、だるま落としを飾りました。縁起物

の鶴や亀、だるま。雪うさぎもひょっこり顔をのぞかせています。 

蛇は脱皮を繰り返して成長していくさまから、復活と再生のシンボルとして縁起の良い動物とも

言われています。生命力と再生力の強い巳年。失敗を恐れず、新しいことにチャレンジして、様々な

経験を積み重ねてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お正月に親族が一同に集まり、仲睦まじくすることを指す 

「睦び月（むつびつき）」が睦月に転じたという説が有力です。 

  北海道ではアイヌ語の一月の呼び方を「神に祈る月」 

（イノミチュプ）と呼びます。 

「巳」は胎児のかたちから作られた文字といわれ、「産まれる」 

「将来がある」と言った意味があります。 

また、「み」と読めることから、お金が身につく、努力が実ると 

いう意味合いもあるとされています。 

困難に直面することもあるかもしれませんが、負けずに進む 

努力と柔軟な考え方と協調性を身につけて、新しい自分に 

出会える年にしたいですね。 
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